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概要

タンデム四重極型MSを装備したACQUITY UPLC®は、生体試料の

 

分析に最適です。UPLC®は、HPLCで確立された理論を基礎とし、ス

 

ピード、感度、分離に対して革新的な一歩を踏み出しました。

 

ACQUITY UPLC®は、粒子径2μm以下というカラム充填剤のアド

 

バンテージを最大限に利用するため、システムボリュームを可能な限

 

り低く抑え、システム全体が再設計されております。

UPLC®で得られる非常にシャープなピークに対して信頼性のある

 

データを得るためには、十分なデータポイントを確保することが重要

 

です。その観点から、タンデム四重極型MS/MS検出器Quattro 
Premier™は、ハイスピードMRM分析を達成すべく設計されており

 

ます１。UPLC®とQuattro Premier™の組み合わせによって、感度

 

及び精度を妥協することなく迅速な定量分析を達成することが可能

 

です。

本アプリケーションでは、4種類の化合物を用いて、UPLC®と

 

Quattro Premier™によって得られるスピード及び感度についてそ

 

の一例をご紹介いたします。

図1 試料溶液のTIC 
(four channels per collection cycle)

1. Alprazolam (309.0>281.0)
2. Temazepam (301.0>255.0)
3. Diazepam (285.0>193.0)
4. Prazepam (325.1>271.1)
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結果及び考察

図1には4種類の成分がベースライン分離されたTIC (Total Ion Chromatogram)を、図2には各化合物に対する個々の

 

MRMクロマトグラムをお示し致します。Temazepamについては（LCピーク幅1.2秒間）17データポイントを得ることができまし

 

た。1ピークあたりのデータポイントを15以上にしないと、ピーク形状が崩れたり、特にピークトップをはずしてしまう可能性が高

 

くなるため、高速MRMは有効です。今回の分析例では、4つの化合物を同時測定してもトータルで70msと非常に短時間で、

 

1ピークあたり十分なデータポイントを得ることができました。

5回の繰り返し注入により得られた各化合物の直線性の範囲は、0.02～1000 ng/mL (Alprazolam)、0.05～1000 
ng/mL (Diazepam、

 

Prazepam及びTemazepam)（図3）、また、定量分析結果については表1にお示し致します。

図2 各試料のMRMクロマトグラム

図3 各試料の直線性



まとめ

UPLC®とQuattro Premier™を用いた4種類の化合物の混合試料についてのMRM分析例をお示しいたしました。UPLC® 

によって1.2秒という非常にシャープなピークを得ることができますが、Quattro Premier™の高速MRMにより、それぞれの

 

ピークに対して約17データポイントを得ることができ、正確なピーク同定を行うことができました。従って、本システムは複雑なマ

 

トリックスの試料分析に最適です2。

また、今回分析を行った4種類の化合物については、0.02～1000 ng/mL (Alprazolam)、0.05～1000 ng/mL 
(Diazepam、

 

Prazepam及びTemazepam)の範囲で直線性を示しました。

UPLC®/MS/MSによって、ハイスループットで高感度な分析を行うことができました。
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表1 定量分析概要
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